
Ⅰ 注 意 事 項
1 試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。
2 試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁及び解答用紙の汚れ等に気
付いた場合は，手を挙げて監督者に知らせなさい。
3 解答用紙には，解答欄以外に次の記入欄があるので，監督者の指示に従って，そ
れぞれ正しく記入し，マークしなさい。
① 受験番号欄

受験番号（英字及び数字）を記入し，さらにその下のマーク欄にマークしなさい。
正しくマークされていない場合は，採点できないことがあります。
② 氏名欄

氏名を記入しなさい。
③ 解答する出題範囲欄

解答する出題範囲を1つ選び出題範囲の〇にマークしなさい。マークされてい
ない場合又は複数の出題範囲にマークされている場合は，0点となります。
志望する学部により，選択できる出題範囲が異なります。下の囲みの中をよく
読んで解答すること。

理工学部を除く全学部の志望者は出題範囲①（大問1・2・3）あるいは②
（大問1・2・4）を解答すること。
理工学部の志望者は出題範囲③（大問1・4・5）あるいは④（大問1・4・
6）を解答すること。
指定された出題範囲以外を解答した場合，採点されません。

4 問題冊子の余白（下書き用紙）は，計算や下書きなどに適宜利用してよろしい。
5 試験終了後，問題冊子は持ち帰りなさい。

Ⅱ 解答上の注意
解答上の注意は，裏表紙に記載してあります。この問題冊子を裏返して必ず読みな
さい。
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数 学

〔1〕全員 共通問題

点 Pは原点 O（0，0）から出発し，次のルールに従って xy平面上での移動を

何度か繰り返す。

サイコロを振って，出た目が1，2，3，4，5なら x軸の正の方向にその

目の数だけ進み，6なら y軸の正の方向に6進む。

このとき次の問いに答えよ。ただし，サイコロを振ったとき，1，2，3，4，

5，6のどの目が出ることも同様に確からしいとする。

⑴ 1回の移動を終えたとき，点 Pの座標が（0，6）である確率は
ア

イ

である。

⑵ 2回の移動を終えたとき，点 Pが x軸上にある確率は
ウエ

オカ
である。

⑶ 3回の移動を終えたとき，点 Pの x座標が2以下かつ y座標が12以下であ

る確率は
キ

クケ
である。

⑷ 3回の移動を終えたとき，点 Pの座標は（3，6）であった。このとき，5

回の移動を終えたときに点 Pの座標が（8，12）である条件付き確率は

コ

サシ
である。

⑸ 5回の移動を終えたとき，点 Pの座標は（5，6）であった。このとき，3

回の移動を終えたときに点 Pの座標が（3，6）であった条件付き確率は

ス

セソ
である。
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〔2〕理工学部を除く全学部 必須問題

⑴ mは定数とする。2次関数 y＝x2＋（m－6）x－m＋5のグラフが x軸に接す

るとき，m＝ ア であり，そのときの接点の座標は

�
� イ ， ウ �

�である。

⑵ みかんが1個78円で売られており，11個目からは1個65円で購入できる。こ

のとき，みかん1個あたりの値段が70円より高く72円より安くなる場合の購入

個数は エオ 個以上 カキ 個以下である。

⑶ 整数全体を全体集合 U とし，U の部分集合 A，B，Cを

A＝�2，7，35，4a＋2b＋2c�，

B＝�6，12，13，3a－2b＋4c�，

C＝�4，7，24，a＋4b＋2c�

とする。A∩B＝�7，12�，B∩C＝�7，13�であるとき定数 a，b，cの値は

a＝ ク ，b＝ ケ ，c＝ コ であり，

A∩B∪C＝�� サ ， シス �
�である。

下 書 き 用 紙
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Ⅱ 解答上の注意

1 解答は，解答用紙の問題番号に対応した解答欄にマークしなさい。

2 問題の文中の ア ， イウ などには，特に指示がないかぎり，符号（－），

数字（0～9），又は文字（ａ～ｃ）が入ります。ア，イ，ウ，…の一つ一つは，

これらのいずれか一つに対応します。それらを解答用紙のア，イ，ウ，…で示され

た解答欄にマークして答えなさい。

例 アイウ に－8a と答えたいとき

ア �－ � � � � � � � 	 
 � �ａ �ｂ �ｃ

イ �－ � � � � � � � 	 
 � �ａ �ｂ �ｃ

ウ �－ � � � � � � � 	 
 � �ａ �ｂ �ｃ

なお，同一の問題文中に ア ， イウ などが2度以上現れる場合，原

則として，2度目以降は， ア ， イウ のように細字で表記します。

3 分数形で解答する場合，分数の符号は分子につけ，分母につけてはいけません。

例えば，
エオ

カ
に－45 と答えたいときは，

－4
5 として答えなさい。

また，それ以上約分できない形で答えなさい。

例えば，34 ，
2a＋1
3 と答えるところを，68 ，

4a＋2
6 のように答えてはい

けません。

4 小数の形で解答する場合，指定された桁数の一つ下の桁を四捨五入して答えなさ

い。また，必要に応じて，指定された桁まで�にマークしなさい。

例えば， キ ． クケ に2．5と答えたいときは，2．50として答えなさ

い。

5 根号を含む形で解答する場合，根号の中に現れる自然数が最小となる形で答えな

さい。

例えば，4�2，�132 ，6�2aと答えるところを，2�8，�524 ，3�8aのよ

うに答えてはいけません。

P．2は下書き用紙 P．4は下書き用紙
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〔3〕理工学部を除く全学部 出題範囲①選択問題

△ABCにおいて，AB＝5，BC＝8，∠B＝60°，辺 ABを1：4に内分する点を

Mとし，辺 ACの中点を Nとする。以下の問いに答えよ。

⑴ △ABCの面積を Sとすると，S＝ アイ � ウ である。

⑵ AC＝ エ である。

⑶ MN＝
オ

カ
である。

⑷ △ABCに外接する円の半径を R，△AMNに内接する円の半径を rとする

と， r
R
＝

キ

クケ
である。

下 書 き 用 紙
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〔4〕理工学部を除く全学部 出題範囲②選択問題
理工学部 必須問題

⑴ 不等式��
1
2
�
�

x
＜2�2＜��18��x－1

の解は
アイ

ウ
＜x＜

エ

オ
である。

⑵ sinx＋cosx＝14 であるとき，sinx cosxの値は
カキク

ケコ
であり，

sin3x＋cos3x の値は
サシ

スセソ
である。

⑶ f（x）＝x3－3x2－9x＋1とする。関数 y＝f（x）のグラフの各点における接

線のうち，傾きが最小である接線の方程式は y＝ タチツ x＋ テ で

ある。－4≦x≦3における f（x）の最大値は ト であり，最小値は

ナニヌ である。

⑷ ����x（x－2）�dx＝
ネ

ノ
である。

下 書 き 用 紙
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〔5〕理工学部 出題範囲③選択問題

⑴ 数列�an�は第2項が3で，初項から第5項までの和が－20の等差数列であ

るという。�an�の初項は アイ で，公差は ウエ である。

⑵ 数列�bn�は正の初項をもつ等比数列で，第2項と第4項の和が40，第4項

と第6項の和が10であるという。�bn�の初項は オカ で，公比は

キ

ク
である。

⑶ 数列�cn�は初項が1で，漸化式

cn＋1＝ cn

cn＋5 （n≧1）

をみたすという。このとき，数列��
1
cn

�
�は漸化式

1
cn＋1

＝
ケ
cn

＋ コ （n≧1）

をみたす。よって，cn＝
サ

シス ＋ セ
n である。

下 書 き 用 紙

― 9 ―
11（11．20）

〔6〕理工学部 出題範囲④選択問題

以下の問いに答えよ。ただし，eは自然対数の底とする。

⑴
x→2
lim �x＋2－2

x－2 ＝
ア

イ
である。

⑵
x→0
lim

sin2x
1－cosx

＝ ウ である。

⑶ 曲線 y＝x�x 上の点（4，8）における接線の方程式は

y＝ エ x－ オ である。

⑷ 曲線 y＝e－3x 上の点（1，e－3）における接線の方程式は

y＝ カキ e－3x＋ ク e－3 である。

⑸ 関数 y＝2x5－3x3＋x2－5x＋7の第3次導関数は

y′′′＝ ケコサ x2－ シス である。

⑹ 関数 y＝xe2x の第3次導関数は y′′′＝ セ xe2x＋ ソタ e2x である。

⑺ 関数 y＝（x2－3x＋3）ex－1 は x＝ チ で極大値をとり，x＝ ツ

で極小値をとる。

下 書 き 用 紙
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P．6は下書き用紙 P．8は下書き用紙

P．10は下書き用紙 P．12は下書き用紙
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